
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年2月10日

【四半期会計期間】 第106期第３四半期（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

【会社名】 日本製罐株式会社

【英訳名】 NIHON SEIKAN K.K.

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　伊藤　正美

【本店の所在の場所】 埼玉県さいたま市北区吉野町２丁目275番地

【電話番号】 大宮局（048）665－1251　代表

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長兼経営企画部長　　鈴木　泰夫

【最寄りの連絡場所】 埼玉県さいたま市北区吉野町２丁目275番地

【電話番号】 大宮局（048）665－1251　代表

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長兼経営企画部長　　鈴木　泰夫

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

日本製罐株式会社(E01408)

四半期報告書

 1/22



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第105期
第３四半期
連結累計期間

第106期
第３四半期
連結累計期間

第105期
第３四半期
連結会計期間

第106期
第３四半期
連結会計期間

第105期

会計期間  

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高 （千円） 7,108,6096,524,7362,424,6742,293,6919,262,588

経常利益又は経常損失(△)（千円） 146,849△80,077 69,606 19,356179,890

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失(△)
（千円） 174,211△117,581 73,192 11,083228,712

純資産額 （千円） － － 2,596,7002,502,8182,677,596

総資産額 （千円） － － 10,871,21710,211,37310,531,305

１株当たり純資産額 （円） － － 198.97 193.63 208.01

１株当たり四半期（当期）

純利益金額

又は四半期純損失金額(△)

（円） 15.05 △10.16 6.32 0.96 19.76

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額

（円）

　
－ － － － －

自己資本比率 （％） － － 21.19 21.95 22.87

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 606,101413,040 － － 908,313

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △189,050△357,417 － － △236,226

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △378,308△284,870 － － △615,096

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） － － 1,176,963965,9641,195,212

従業員数 （人） － － 191 188 192

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載
しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお
りません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】
　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
　

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 188 (45)

　　　（注）従業員数は就業人員であり臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載
しております。

（2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 136 (38)

　　　（注）従業員数は就業人員であり臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載して
おります。　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

当第３四半期連結会計期間の生産実績を単一セグメント内の製品別に示すと次のとおりであります。

単一セグメント内
製品区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比
（％）　

18L缶（千円） 1,499,650 102.2 　

美術缶（千円） 692,126 83.3　

その他（千円） 110,862 87.0　

計（千円） 2,302,638 94.9　

（注）　金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

（2）受注状況

当第３四半期連結会計期間における受注状況を単一セグメント内の製品別に示すと次のとおりであります。

単一セグメント内

製品区分

受注高　　（千円）　 受注残高　　（千円）
当第３四半期
連結会計期間

（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比　
　（％）　

　

当第３四半期
連結会計期間末

（平成22年12月31日）

前年同四半期比　
　（％）
　

18L缶 1,517,103 106.1 450,269 104.1

美術缶 616,434 83.4 194,112 90.1

その他 103,658 83.0 26,962 84.2

計 2,237,196 97.5 671,343 98.7

（注）　金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

（3）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を単一セグメント内の製品別に示すと次のとおりであります。

単一セグメント内製品区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

18L缶（千円） 1,539,709 102.6

美術缶（千円） 643,120 80.8

その他（千円） 110,861 87.0

計（千円） 2,293,691 94.6

（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績に対する割合は次のとおりであります。

相手先
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

 金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

明治乳業株式会社 660,983 27.3 515,464 22.5

日本ペイント株式会社 235,240 9.7 245,912 10.7

（注）　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した
ものであります。

（1）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、新興国経済は好調に推移したものの、前四半期に発生した欧米経済
の低迷・急激な円高の進行等の影響が継続し、景気は足踏み状態の中で推移いたしました。

　かかる環境下、当社の業績は前四半期に対し改善はしたものの、前年同四半期比減収減益となりました。　

①販売実績

　当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は、前年同四半期比130百万円、5.4％減収の2,293百万円とな
りました。

　商品別の売上高は、以下のとおりとなっております。

　主力商品である18Ｌ缶は、販売数量は減少しましたが鋼材価格の上昇に連動した販売価格の改定の影響で売上高
は前年同四半期比38百万円、2.6％増収の1,539百万円となりました。

　美術缶については食品業界向けの販売のうち輸出商品用途の販売回復が遅れたことから売上高は同153百万円、
19.2％減収の643百万円となり、その他の売上高は同16百万円、13.0％減収の110百万円となりました。

②損益実績

　売上高の減少に伴い、売上総利益は前年同四半期比63百万円減少し271百万円となりました。

　営業利益につきましては、従業員給料及び手当・役員報酬の増加8百万円等による販売費及び一般管理費の増加7
百万円により、12百万円の赤字となり、前年同四半期比70百万円悪化しました。

　経常利益につきましては、受取配当金の増加7百万円、その他の増加11百万円等により営業外収益が前年同四半期
比19百万円増加したこと、支払利息の減少等により営業外費用が1百万円減少したことから、19百万円となり前年
同四半期比50百万円の減益となりました。

　四半期純利益につきましては、11百万円となり、前年同四半期比62百万円の減益となりました。

③財務体質の改善

　当第３四半期連結会計期間末の有利子負債残高（長短借入金、社債）は3,636百万円となり前四半期末比94百万
円(前連結会計年度末比では238百万円)の減少となっております。　

（2）連結財政状態に関する定性的情報

①総資産は10,211百万円となり、前期末対比319百万円の減少となりました。 

　当四半期における主な増減要因は、以下のとおりであります。

　・流動資産は、現預金の減少229百万円、受取手形及び売掛金の減少99百万円、たな卸資産の増加110百万円等の要

因で、180百万円の減少となりました。

　・固定資産は、減価償却等による有形固定資産の減少105百万円、ソフトウェアの取得による無形固定資産の増加

26百万円、時価の下落等よる投資有価証券の減少20百万円並びに減価償却等による賃貸不動産の減少35百万円等

による投資その他の資産の減少60百万円等の要因で、139百万円減少しました。

②負債合計は7,708百万円となり、前期末対比145百万円の減少となりました。

　当四半期における主な増減要因は、以下のとおりであります。

　・流動負債は、支払手形及び買掛金の増加342百万円、賞与引当金の減少53百万円、有利子負債（短期借入金及び

一年内返済予定長期借入金）の減少181百万円、未払法人税等の減少39百万円、設備関係未払金等の減少によるそ

の他の流動負債の減少43百万円等の要因で、23百万円の増加となりました。

　・固定負債は、有利子負債（社債及び長期借入金）の減少は57百万円、退職給付引当金及び役員退職慰労引当金

の減少56百万円、長期預り金の減少によるその他の減少48百万円等の要因で、168百万円減少しました。

③純資産合計は2,502百万円となり、前期末対比174百万円の減少となりました。

　当四半期における主な増減要因は、以下のとおりであります。

　・株主資本は、四半期純損失117百万円・配当金の支払34百万円等の要因で、152百万円減少しました。

　・評価・換算差額等は、株価の下落によるその他投資有価証券評価差額金の減少により14百万円減少しました。

④当第３四半期連結会計期間末の有利子負債残高（長短借入金、社債）は3,636百万円となり前連結会計年度末比

では238百万円の減少となっております。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は965百万円となり、前四半期末対比13百万円
の減少(前連結会計年度末対比では229百万円の減少)となりました。当第３四半期連結会計期間における主な増減
要因は、以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは184百万円の収入となりましたが、主な要因
は、税金等調整前四半期純利益11百万円、減価償却費125百万円、仕入債務の増加400百万円等であります。

　当第３四半期連結会計期間の収入は前年同四半期に対し233百万円の減少となりましたが、主な増加要因は、仕入
債務の増減額(前年同四半期は増加による収入213百万円、当第３四半期連結会計期間は増加による収入400百万
円)による収入の増加187百万円による収入の増加であり、主な減少要因は、税金等調整前四半期利益の増減(前年
同四半期は68百万円、当第３四半期連結会計期間は11百万円)による収入の減少57百万円、売上債権の増減(前年同
四半期は売上債権の減少による収入29百万円、当第３四半期連結会計期間は増加による支出237百万円)による収
支差額266百万円による支出の増加であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは100百万円の支出となりましたが、主なマイ
ナス要因は、有形固定資産の取得による支出67百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間の支出は前年同四半期に対し32百万円の減少となりましたが、主な要因は有形固定資
産の取得による支出が45百万円減少となったことであります。　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは97百万円の支出となりましたが、主なマイナ
ス要因は、有利子負債（長短借入金、社債）の増減による支出94百万円であります。

　当第３四半期連結会計期間は前年同四半期が24百万円の支出であったのに対し97百万円の支出となり72百万円
の支出増加となりましたが、主な要因は長短借入金の減少額(前年同四半期は17百万円、当第３四半期連結会計期
間は94百万円の減少)が77百万円の増加したことであります。　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

　なお、当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、691千円であります。  

（6）経営成績に重要な影響を与える要因

①需要動向

　当第３四半期連結会計期間の売上は順調に推移しておりますが、当社グループを取り巻く事業環境は、引続き以

下の厳しい需要環境にあります。

　・少子高齢化、容器素材の多様化による金属缶の需要減少という需要動向の下、激しい競争が続いております。

　・景気悪化の影響により当社製品に充填される製品についても需要減少の懸念が現実のものとなりつつあり、金

属缶の需要動向の厳しさが増しています。

②原材料価格の高止まり

　当社グループの主原料である鉄鋼薄板価格は、引続き高水準にあり収益の圧迫要因となっております。

　当社グループといたしましては、引続き生産効率の改善に努めると共に、販売価格の維持についてお取引先のご

理解を得て参る所存であります。

③有利子負債残高 

　当社グループの有利子負債は引続き高水準にあり、今後の金融情勢によっては収益の圧迫要因となる可能性を抱

えております。 

（7）経営戦略の現状と見通し

①収益体質の改善

　当社グループは、次項「生産効率の改善」の他、原価の変動に即応した販売価格の維持、事務効率の改善による経

費の削減等を推進し、収益体質を改善してまいります。　
②生産効率の改善

　当社グループは、販路の拡大による増収効果とともに、生産技術・開発技術の強化と生産効率の改善を目指して
おります。

③連結有利子負債の圧縮による財務体質の改善

　当第３四半期連結会計期間末における有利子負債残高は3,636百万円となり、前連結会計年度末比238百万円削減
いたしました。
当社グループは、「営業活動によるキャッシュ・フローを重点的に財務体質の改善に振り向けていく」との方針
を採っており、平成27年３月期末の有利子負債残高は3,000百万円以下に圧縮いたします。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 49,000,000

計 49,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,600,000 11,600,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 11,600,000 11,600,000 － －
 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式

総数増減数（株）
発行済株式
総数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成22年10月１日～
平成22年12月31日

－ 11,600,000 － 630,000 － 136,773

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

①【発行済株式】
 平成22年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容
無議決権株式 － － －
議決権制限株式（自己株式等） － － －
議決権制限株式（その他） － － －
完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 24,000 － －
完全議決権株式（その他） 普通株式 11,493,00011,493 －
単元未満株式 普通株式 83,000 － －
発行済株式総数 11,600,000－ －
総株主の議決権 － 11,493 －
（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。
　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。 
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②【自己株式等】
 平成22年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本製罐株式会社
埼玉県さいたま市
北区吉野町２－２７５

24,000 － 24,000 0.21　

計 － 24,000 － 24,000 0.21　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 130 114 101 99 96 94 90 93 93

最低（円） 102 92 90 90 87 86 78 80 85

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人セン

トラルによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

日本製罐株式会社(E01408)

四半期報告書

 9/22



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 965,964 1,195,212

受取手形及び売掛金 ※3
 2,670,073 2,769,450

商品及び製品 108,234 101,011

仕掛品 432,193 382,699

原材料及び貯蔵品 224,636 170,854

繰延税金資産 50,116 50,116

その他 59,503 23,235

貸倒引当金 △6,921 △8,766

流動資産合計 4,503,801 4,683,814

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,354,488 5,287,333

減価償却累計額 △3,153,163 △3,036,769

建物及び構築物（純額） 2,201,324 2,250,564

機械装置及び運搬具 6,340,140 6,308,425

減価償却累計額 △5,556,065 △5,490,531

機械装置及び運搬具（純額） 784,074 817,894

土地 248,511 248,511

リース資産 70,359 78,190

減価償却累計額 △36,227 △33,706

リース資産（純額） 34,131 44,483

建設仮勘定 29,800 47,748

その他 433,914 400,526

減価償却累計額 △374,368 △346,371

その他（純額） 59,545 54,154

有形固定資産合計 3,357,388 3,463,357

無形固定資産

リース資産 3,060 4,781

その他 121,367 93,162

無形固定資産合計 124,428 97,944

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 1,346,670 1,367,546

賃貸不動産 ※1
 1,494,958

※1
 1,496,202

減価償却累計額 △629,038 △594,900

賃貸不動産（純額） 865,920 901,301

長期貸付金 2,622 5,865

その他 17,932 11,476

貸倒引当金 △7,389 －

投資その他の資産合計 2,225,755 2,286,189

固定資産合計 5,707,572 5,847,490

資産合計 10,211,373 10,531,305
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 2,779,635 2,437,122

短期借入金 ※1
 1,230,000

※1
 1,412,000

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 856,000

※1
 855,000

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

リース債務 14,182 15,619

未払法人税等 5,123 44,730

賞与引当金 42,763 96,680

その他 408,444 451,708

流動負債合計 5,396,148 5,372,860

固定負債

社債 － 60,000

長期借入金 ※1
 1,490,000

※1
 1,487,000

リース債務 23,009 33,646

繰延税金負債 477,186 487,476

退職給付引当金 130,422 167,400

役員退職慰労引当金 82,831 102,651

資産除去債務 14,958 －

その他 93,997 142,673

固定負債合計 2,312,406 2,480,848

負債合計 7,708,554 7,853,708

純資産の部

株主資本

資本金 630,000 630,000

資本剰余金 136,773 136,773

利益剰余金 1,130,792 1,283,103

自己株式 △3,523 △3,455

株主資本合計 1,894,043 2,046,421

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 347,352 361,568

評価・換算差額等合計 347,352 361,568

少数株主持分 261,423 269,606

純資産合計 2,502,818 2,677,596

負債純資産合計 10,211,373 10,531,305
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 7,108,609 6,524,736

売上原価 6,163,763 5,810,593

売上総利益 944,846 714,143

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 269,647 261,739

従業員給料及び手当 225,342 219,250

役員報酬 73,102 77,685

支払手数料 77,327 75,610

減価償却費 30,677 38,206

役員退職慰労引当金繰入額 8,525 10,980

賞与引当金繰入額 10,778 10,855

その他 161,305 154,053

販売費及び一般管理費合計 856,706 848,380

営業利益又は営業損失（△） 88,140 △134,236

営業外収益

受取利息 608 337

受取配当金 21,868 36,295

不動産賃貸料 164,149 164,612

その他 14,478 19,509

営業外収益合計 201,105 220,754

営業外費用

支払利息 64,646 53,206

手形売却損 5,549 6,557

不動産賃貸費用 70,399 100,288

その他 1,800 6,543

営業外費用合計 142,396 166,595

経常利益又は経常損失（△） 146,849 △80,077

特別利益

固定資産売却益 1,097 －

投資有価証券売却益 25,053 12

貸倒引当金戻入額 540 －

その他 － 195

特別利益合計 26,691 207

特別損失

固定資産売却損 523 －

固定資産除却損 10,808 4,101

貸倒引当金繰入額 － 5,543

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,817

環境対策費 － 8,612

その他 126 199

特別損失合計 11,458 32,274

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

162,082 △112,144

法人税等 1,050 12,400

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △124,544

少数株主損失（△） △13,179 △6,963

四半期純利益又は四半期純損失（△） 174,211 △117,581
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 2,424,674 2,293,691

売上原価 2,089,192 2,021,860

売上総利益 335,481 271,830

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 93,200 88,881

従業員給料及び手当 90,587 94,913

役員報酬 23,360 27,096

支払手数料 22,308 25,648

減価償却費 10,215 12,974

賞与引当金繰入額 △18,206 △16,536

その他 55,967 51,522

販売費及び一般管理費合計 277,433 284,501

営業利益又は営業損失（△） 58,048 △12,670

営業外収益

受取利息 156 96

受取配当金 3,482 10,587

不動産賃貸料 53,493 53,886

その他 1,935 13,629

営業外収益合計 59,069 78,199

営業外費用

支払利息 21,228 17,372

手形売却損 1,889 2,289

不動産賃貸費用 23,257 24,005

その他 1,135 2,504

営業外費用合計 47,511 46,172

経常利益 69,606 19,356

特別利益

貸倒引当金戻入額 180 △2,179

特別利益合計 180 △2,179

特別損失

固定資産売却損 523 －

固定資産除却損 276 －

貸倒引当金繰入額 － 5,543

その他 － 63

特別損失合計 799 5,607

税金等調整前四半期純利益 68,986 11,569

法人税等 350 1,863

少数株主損益調整前四半期純利益 － 9,706

少数株主損失（△） △4,556 △1,377

四半期純利益 73,192 11,083
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

162,082 △112,144

減価償却費 380,974 361,491

有形固定資産除却損 10,808 4,101

有形固定資産売却損益（△は益） △574 －

投資有価証券売却損益（△は益） △25,053 △12

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 13,817

その他の特別損益（△は益） － 8,811

貸倒引当金の増減額（△は減少） 793 5,543

受取利息及び受取配当金 △22,476 △36,632

支払利息 64,646 53,206

売上債権の増減額（△は増加） △507,286 91,988

たな卸資産の増減額（△は増加） 149,283 △110,498

仕入債務の増減額（△は減少） 384,327 342,513

退職給付引当金の増減額（△は減少） △996 △36,977

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,612 △19,819

その他の流動資産の増減額（△は増加） 14,436 △14,620

その他の流動負債の増減額（△は減少） 70,024 10,365

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,342 △53,917

小計 650,035 507,215

利息及び配当金の受取額 22,476 36,632

利息の支払額 △65,300 △53,220

法人税等の支払額 △1,110 △77,586

営業活動によるキャッシュ・フロー 606,101 413,040

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △165,237 △189,090

無形固定資産の取得による支出 △10,077 △116,986

有形固定資産の売却による収入 2,562 －

投資有価証券の取得による支出 △5,426 △5,066

投資有価証券の売却による収入 45,633 29

貸付けによる支出 △3,470 △945

貸付金の回収による収入 4,319 4,188

長期預り金の返還による支出 △52,809 △48,675

その他の支出 △6,450 △2,776

その他の収入 1,904 1,904

投資活動によるキャッシュ・フロー △189,050 △357,417
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 118,000 100,000

短期借入金の返済による支出 △481,000 △282,000

長期借入れによる収入 760,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △656,000 △696,000

社債の償還による支出 △60,000 △60,000

自己株式の取得による支出 △54 △67

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △24,519 △12,073

配当金の支払額 △34,735 △34,729

財務活動によるキャッシュ・フロー △378,308 △284,870

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 38,742 △229,247

現金及び現金同等物の期首残高 1,138,221 1,195,212

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,176,963

※1
 965,964
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は、それぞ

れ263千円増加し、税金等調整前四半期純損失は14,081千円増加しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は14,855千

円であります。
 
【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第

５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表

示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５

号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示し

ております。

 

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。
 
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日 至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純　利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　
【追加情報】

　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　担保資産及び担保付債務
　担保に供されている資産で、企業集団の事業の
運営に重要なものであり、かつ、前連結会計年度
の末日と比べて著しい変動が認められるものは、
次のとおりであります。　

※１　担保資産及び担保付債務

a.担保資産
賃貸不動産
投資有価証券　

    864,650千円（帳簿価額）
    171,600千円（帳簿価額）

a.担保資産
賃貸不動産     899,619千円（帳簿価額）

b.担保付債務 b.担保付債務
短期借入金  484,000千円
１年内返済予定の長期借入金 695,000千円
長期借入金  1,327,600千円
計  2,506,600千円

短期借入金   582,000千円
１年内返済予定の長期借入金  632,000千円
長期借入金  1,136,000千円
計  2,350,000千円

２  受取手形割引高  646,219千円 ２  受取手形割引高  739,931千円
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当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※３.四半期連結会計期間末日満期手形
　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に
ついては、手形交換日をもって決済処理をしてお
ります。
　なお、当四半期連結会計期間末日は金融機関の
休日であったため、次の四半期連結会計期間末日
満期手形が当四半期連結会計期間末残高に含ま
れております。
 （千円）
受取手形及び売掛金 23,634
支払手形及び買掛金 12,404

　

―――――――――

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日  至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日）

　　該当事項はありません。 　　該当事項はありません。

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日  至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日  至　平成22年12月31日）

　　該当事項はありません。 　　該当事項はありません。
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日   至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日   至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）
 （千円）
現金及び預金勘定 1,176,963
預入期間が３か月を超える定期預金 －
現金及び現金同等物 1,176,963

 

 （千円）
現金及び預金勘定 965,964
預入期間が３か月を超える定期預金 －
現金及び現金同等物 965,964

　２　重要な非資金取引の内容
　第１四半期連結会計期間より適用した「資産除去

債務に関する会計基準」に係る資産及び負債の額

は、それぞれ以下のとおりです。

 （資産） （千円）

建物及び構築物 13,616

減価償却累計額 12,739

建物及び構築物（純額） 877

 （負債） （千円）

資産除去債務 14,958
 

　
（株主資本等関係）

  当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　
至　平成22年12月31日）
１．発行済株式の種類及び総数 　普通株式 11,600,000株　
２．自己株式の種類及び株式数　 　普通株式　 24,169株　
３．新株予約権等に関する事項 該当事項はありません   
４．配当に関する事項

（決議）
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日
配当の
原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 34,729 3  平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　当社グループは金属缶の専門メーカーとして、同一セグメントに属する金属缶（18L缶及び美術缶）の製造、

販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。
 
【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
 
【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

【セグメント情報】

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間(自

平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

当社グループは、製缶事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結

会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）
差額（千円）

（1）株式 720,609 1,303,408 582,798

（2）債券             

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

（3）その他 － － －

合計 720,609 1,303,408 582,798

 
（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

該当事項はありません。
 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日） 　

１株当たり純資産額 193.63円 １株当たり純資産額 208.01円 　

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 15.05
円

　
１株当たり四半期純損失金額（△） △10.16

円

　

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載し
ておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益　金
額については、潜在株式が存在しないため記載　して
おりません。

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであ

　　ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　

四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
174,211 △117,581　

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 　

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
174,211 △117,581　

期中平均株式数（株） 11,578,029 11,576,181　

 
　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 6.32円　 １株当たり四半期純利益金額 0.96円　 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

四半期純利益（千円） 73,192 11,083　

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 73,192 11,083　

期中平均株式数（株） 11,577,669 11,575,831　

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。
 

（リース取引関係）

該当事項はありません。
 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年2月10日

日本製罐株式会社

取締役会　御中

監査法人セントラル

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 亀　井　　　準　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 松　本　　典　久　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本製罐株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本製罐株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月10日

日本製罐株式会社

取締役会　御中

監査法人セントラル

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 亀　井　　　準　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 松　本　　典　久　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本製罐株式会社の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本製罐株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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